
1 

 

第７次本別町総合計画策定審議会（第８回）会議 

                       令和２年８月 21 日 18：30～                                

役場３階会議室 
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 総務部会 産業建設部会 文教厚生部会 

 

 

１．杉臣会長あいさつ 

 

 

２．経過報告 

 ７月 27 日 第７回総合計画策定審議会 

 主な審議内容と意見反映状況⇒議案３、４ページ 

 

 

３.協議事項 

(１) 第８回審議会の進め方について 

 

 

 

（２）あたらしい総合計画将来像（案）の審議・決定について 

  別冊【素案】７ページ 

 

 

 

（３）あたらしい総合計画基本目標（案）の審議・決定について 

  別冊【素案】７、８ページ 

  目標の順番について 

 

 

 

（４）あたらし総合計画の基本計画（案）の審議について 

   別冊【素案】11～54 ページ 
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 (５) パブリックコメントに向けた計画書前段文書の審議、決定について 

   別冊【素案】1～6 ページ 

 

 

 

 

 （６）今後の日程 

 

 

 

 

（７）その他 
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第７回策定審議会の主な内容、意見の反映結果について 

  将来像の審議 

 きらめく笑顔 心合わせて（心ひとつに） 明日の本別をつくる（築く） 

 きらめかないと いきいきほんべつ 

 すてきな笑顔 きらめかないと ほんべつ 

 いいね ほんべつ きらめかないと 

 将来像のことば一つひとつに意味がなければ。めざす将来像を置いて、ことばを

当てはめていくべき。ことばが先行していくのはどうかと思う。 

 コロナによる大変革の時代。コンパクトシティ化を進めて行く必要もあるのでは。

10 年後の情勢が読めないような状況下にあって、本当に厳しいと思うので考える

時期に来ている。 

 心合わせて 明日をつくる きらめきタウンほんべつ 

 心合わせて 未来をつくる きらめきタウンほんべつ 

 笑顔でいられることが すてきなまちだと思われる。笑顔には色々な笑顔がある。 

 笑顔あふれる きらめく ほんべつ 

   ⇒これまで様々な意見が出たので１つに絞ることは難しいため、事務局で意見を踏まえて

次回審議会までに提示。 

 

  基本目標の審議 

  ⇒将来像によって内容も変わってくるので次回に審議。 

   

  基本計画の審議 

 コロナという大変革の時にそれを加味しないまま計画をつくっても良いものか。

10 年後、５年後に対応できるのか。 

   ⇒総合計画は長期的視点にたって町の進むべき方向性を示す計画で、計画前段の「私たち

をとりまく状況」でコロナの情勢を記載。 

 学校教育の箇所で高校について、ただ魅力ある学校づくりではなく、地元の子ど

もたちが選んでくれるような学校づくりが必要。 

   ⇒総合計画は俯瞰的（高いところから見渡す）視点で方針・原則を示す計画で、具体的な

内容については、各課部局（今回は教育委員会）が個別計画等において示す。 

 企業誘致ということばをしっかりと明記して意識してもらわなければ困る。 

   ⇒記載した。 

 最近ＳＮＳによる発信が多いと思うが、元気くんのＳＮＳを見たら 2013 年で更新

が途絶えていた。もう少し活用してはどうか。また、情報発信の取り組みを入れる

べき。 

   ⇒元気くんＳＮＳは町で作成したものではなく、個人が作成されたもの。役場では現在の

ところＳＮＳでの発信は実施せず、ホームページでの情報発信に努めている。 

 計画書に記載の内容について、ことばだけで終わるのでは意味がない。計画を実行

に移すような体制づくりを進めてほしい。 

   ⇒実施に努める。 
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 ６次計画において出来ないことをやめるのではなくて、反省して、どのように進め

ていくべきか考えていく必要がある。 

   ⇒前回審議会のときの説明不足であり、出来ないことをやめるのではなくて、時代にそぐ

わないもの、ニーズの無いものについて取りやめるということ。 

 計画見直しが長すぎる５年ではなく２年ぐらいで、状況に合わせてタイムリーに動

いていくべき。 

   ⇒総合計画は長期的視点で計画するもの。実施計画は３年毎に情勢に合わせて計画を練り

直していく。 

 子どもが生まれたらお祝い金を感謝の気持ちで商品券等を支給すべき。 

   ⇒子ども未来課に伝える。 

 本別ジャンクションで北見方面からも降りられるように要望を強めて。 

   ⇒早期実施に努める。 

 プラスチックごみの収集方法の変更についても記載すべきでは。 

   ⇒住民課の計画の中で記載していく。 

 公債比率、将来負担比率の目標値、コロナの状況で厳しいのでは。 

   ⇒試算中。 

 病院の経営改善について計画だけで終わらせず、赤字を減らせるようなものにして

いかなくては。 

   ⇒計画推進に努める。 

 ふるさと納税について触れられていない。 

   ⇒数値目標で記載した。 


